
９
時
集
合
）

定
　
員

25
人

《
湯
の
鶴
コ
ー
ス（
水
俣
市
）》

と
　
き

11
月
13
日
�
（
Ｊ
Ｒ
新
水
俣
駅
午

前
９
時
40
分
集
合
）

定
　
員

50
人

応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
コ
ー
ス
、

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
10
月
14
日
�（
必
着
）ま
で
に
〒
８

６
２
＝
８
５
７
０
熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目

１
８
｜
１
熊
本
県
農
村
整
備
課「
棚
田
体

験
会
担
当
」へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

熊
本
県
農
村
整
備
課
�
０
９
６

（
３
８
２
）８
６
１
４

と
　
き

10
月
31
日
�
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分（
午
後
1
時
受
付
開
始
）

と
こ
ろ

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

内
　
容

八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

概
要
説
明
、
雇
用
失
業
情
勢
、
演
題「
再

就
職
へ
向
け
て
」…
講
師
＝
矢
部
絹
子
氏

（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

対
　
象

市
内
在
住
で
55
歳
以
上
の
求
職
者

先
着
70
人（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
を
中
心
）

申
込
・
問
合
せ

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
�
32
７

１
７
１
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代
�
31
８
６

０
９

と
き

11
月
5
日
�
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

と
こ
ろ

熊
本
市
役
所

《
一
回
目
…
定
員
先
着
40
人
》

と
　
き

10
月
19
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

と
こ
ろ

中
部
給
食
セ
ン
タ
ー（
島
田
町
）

《
二
回
目
…
定
員
先
着
20
人
》

と
　
き

10
月
27
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

と
こ
ろ

南
部
給
食
セ
ン
タ
ー（
大
福
寺
町
）

対
　
象

市
内
在
住
の
人

参
加
費

無
料

申
込
・
問
合
せ

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

に
参
加
希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
10
月
7
日
�
ま
で
に
〒
８

６
６
＝
０
８
２
７
八
代
市
島
田
町
１
２
９

１
｜
１
�
八
代
市
学
校
給
食
会
事
務
局
�

32
５
３
７
５
�
35
４
５
２
１
へ

と
　
き

10
月
15
日
�
〜
16
日
�

と
こ
ろ

熊
本
県
立
天
草
青
年
の
家

対
　
象

家
族（
特
に
父
親
と
子
ど
も
）

定
　
員

先
着
40
人

申
込
期
間

10
月
2
日
�
〜
11
日
�

参
加
費

１
人
四
千
円（
食
事
代
、
保
険
料

な
ど
）

携
行
品

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
洗
面
用
具
、
筆
記
用

具
、
保
険
証
ま
た
は
そ
の
写
し
、
雨
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
用
タ
オ
ル
、

軍
手
、
釣
り
具（
用
意
で
き
る
人
）な
ど

※
10
月
16
日
�
の
昼
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ

電
話
で
10
月
２
日
�
〜
11

日
�（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）ま
で
に

熊
本
県
立
天
草
青
年
の
家
�
０
９
６
９

（
５
６
）１
６
５
０
へ

県
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
　
き

11
月
1
日
�
、
6
日
�
、
9
日
�
、

12
日
�
、
13
日
�
、
16
日
�

※
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
県
庁
か
ら
バ

ス
移
動

対
　
象

小
学
生
以
上
の
県
内
在
住
者
。
40

人
程
度

テ
ー
マ

▼
食
の
安
全
・
安
心
と
食
育
▼
バ

イ
オ
マ
ス
っ
て
何
だ
ろ
う
▼
水
と
み
ど

り
の
森
づ
く
り

参
加
費

無
料（
一
部
コ
ー
ス
の
み
実
費
負

担
有
）

申
込
締
切

10
月
11
日
�

申
込
・
問
合
せ

熊
本
県
広
報
課
�
０
９
６

（
３
８
３
）１
１
１
１（
内
線
３
１
３
４
）

棚
田
散
策
や
農
作
業
、
郷
土
料
理
な
ど
、

秋
を
満
喫
す
る
体
験
会
で
す
。

《
大
作
山
コ
ー
ス（
上
天
草
市
）》

と
　
き

10
月
23
日
�
（
Ｊ
Ｒ
三
角
駅
午
前

ポータルサイト『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com13

対
　
象

県
民
先
着
300
人
程
度

演
　
題
「
自
然
と
共
に
生
き
る
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
時
代
」

講
　
師

清
水
國
明
氏（
タ
レ
ン
ト
）

参
加
費

無
料

申
込
締
切

10
月
28
日
�（
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
電
話
で
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
〒
８
６
２
＝

８
５
７
０
（
住
所
不
要
）、
熊
本
県
土
地

資
源
対
策
課
�
０
９
６（
３
８
３
）１
１
１

１
内
線
３
５
８
３
、
３
５
８
８
�
０
９
６

（
３
８
２
）４
８
２
２
、
Ｅ
メ
ー
ル

tochishigen@
pref.kum

am
oto.lg.jp

へ

と
　
き

10
月
17
日
�
〜
21
日
�
午
後
6
時

〜
8
時

と
こ
ろ

八
代
工
業
高
等
学
校

内
　
容

パ
ソ
コ
ン
製
作
、
B
I
O
S
の
設

定
、
O
S
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

対
　
象

自
作
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
が
あ
る
初

心
者

定
　
員

10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

無
料（
た
だ
し
資
料
代
と
し
て
千

五
百
円
必
要
）

申
込
・
問
合
せ

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

10
月
7
日
�
ま
で
に
〒
８
６
６
＝
０
０
８

２
八
代
市
大
福
寺
町
４
７
３
八
代
工
業

高
等
学
校
情
報
技
術
科
�
33
２
６
６
３
へ



と
　
き

11
月
17
日
�
、
12
月
8
日
�
、
平

成
18
年
1
月
12
日
�
、
2
月
9
日
�
午
前

9
時
〜
午
後
1
時
頃

と
こ
ろ

農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
　

定
　
員

24
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料

無
料

対
　
象

市
内
在
住
の
57
歳
以
上
の
人
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、
炊

事
の
仕
事
が
で
き
る
人（
全
4
回
受
講
可

能
な
人
）

締
　
切

10
月
31
日
�

申
込
・
問
合
せ
　
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
に

「
料
理
希
望
」
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
生
年
月
日
、
年
齢
を
明
記
し
、
〒
８

６
６
＝
０
０
４
３
八
代
市
古
城
町
１
７
１

９
―
２
�
八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
�
33
２
７
１
１
�
33
２
７
２
２
へ

と
　
き

11
月
7
日
�
〜
11
日
�
▼
朝
＝
午

前
9
時
〜
正
午
▼
昼
＝
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
▼
夜
＝
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

30
分

と
こ
ろ

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

内
　
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
基
礎
、
年
賀
状
作
成

対
象
者

初
心
者

定
　
員

朝
・
昼
・
夜
＝
各
20
人（
先
着
順
）

受
講
料

七
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
で
き
ま
す
。

申
込
み

10
月
3
日
�
か
ら
受
講
料
を
添
え

て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
へ（
電
話
申
込
不
可
）

問
合
せ

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
�
32
７
１
７
１

新
規
開
業
や
独
立
開
業
を
め
ざ
し
て
い
る

人
、
開
業
さ
れ
て
間
も
な
い
人
を
対
象
と
し

た
創
業
塾
を
開
講
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
22
日
�
、
23
日
�
、
29
日
�
、

30
日
�
、
11
月
5
日
�
午
前
10
時
〜
午
後

5
時

と
こ
ろ

八
代
商
工
会
議
所

対
象
者

独
立
開
業
を
め
ざ
す
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
O
L
、
主
婦
、
学
生
な
ど
や
開
業
2

年
未
満
の
人

定
　
員

40
人
　

受
講
料

三
千
円

講
　
師

菅
原
孝
二
氏（
中
小
企
業
診
断
士
）

締
　
切

10
月
20
日
�

申
込
・
問
合
せ

八
代
商
工
会
議
所
�
32
６

１
９
１
、
商
政
観
光
課
�
33
４
１
１
５

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
が
で
き
ま
す
。

《
午
前
コ
ー
ス
＝
午
前
10
時
〜
正
午
》

▼
ワ
ー
ド
入
門
…
10
月
17
日
�
〜
19
日
�
、

21
日
�

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
…
10
月
24
日
�
〜
27
日
�

▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
②
…
10
月
31
日
�
〜
11
月

2
日
�
、
4
日
�

《
午
後
コ
ー
ス
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
》

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
電
子
メ
ー
ル
入
門
…

10
月
17
日
�
〜
19
日
�
、
21
日
�

▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
①
…
10
月
24
日
�
〜
27
日
�

▼
エ
ク
セ
ル
入
門
…
10
月
31
日
�
〜
11
月
2

日
�
、
4
日
�

《
個
別
指
導
》

▼
パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談
室
…
１
回
2
時

間
、
要
予
約

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
本
町
三
丁
目
）

対
　
象

市
内
在
住
者（
高
齢
者
歓
迎
）

定
　
員

各
講
座
先
着
５
人

受
講
料

一
万
円（
別
途
教
材
費
と
し
て
千

円
程
度
必
要
）
個
別
指
導
は
１
回
六
千
円

問
合
せ

八
代
商
工
会
議
所
�
32
６
１
９
１

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
本
町
三
丁
目
商
店
街

振
興
組
合
内
）
�
30
８
９
７
８
、商
政
観
光

課
�
33
４
１
１
５

《
米
国
ハ
リ
ケ
ー
ン
救
援
金
》

募
集
期
間

10
月
6
日
�
ま
で

受
付
口
座
（
郵
便
振
替
）

口
座
番
号

０
０
１
１
０
―
２
―
５
６
０
６

名
　
義

日
本
赤
十
字
社

◆
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
に
限
り
、
振

替
手
数
料
免
除

◆
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に「
米
国
ハ
リ
ケ
ー

ン
救
援
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

受
領
書
を
希
望
す
る
場
合
は「
受
領
書
希

望
」と
併
記
し
て
く
だ
さ
い
。

《
宮
崎
県
台
風
14
号
被
害
義
援
金
》

受
付
口
座
（
郵
便
振
替
）

口
座
番
号

０
１
７
９
０
―
８
―
２
４
５
９
９

名
　
義

日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部

広告の内容に関する問い合わせは、各事業所へ 14



◆
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
に
限
り
、
振

替
手
数
料
免
除

◆
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に「
宮
崎
県
台
風
14

号
被
害
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
振
替
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
義
援
金

の
受
領
書
は
宮
崎
県
支
部
で
発
行
し
ま
す
。

問
合
せ

八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
32
２
８
０
７

と
　
き

11
月
18
日
�
〜
20
日
�

と
こ
ろ

球
磨
川
河
川
敷
ス
ポ
ー
ツ
公
園

お
楽
し
み
企
画

八
代
亜
紀
さ
ん
来
場（
19

日
�
）、
日
本
さ
く
ら
の
女
王
来
場
、
観

光
と
物
産
展
、
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
費

▼
登
録
参
加
者
＝
千
八
百
円（
当

日
＝
二
千
円
）▼
一
般
参
加
者
＝
五
百
円

（
当
日
＝
七
百
円
）▼
高
校
生
以
下
＝
無
料

申
込
期
間

当
日
ま
で

申
込
・
問
合
せ

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合

事
務
局
内
九
州
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行

委
員
会
事
務
局
�
33
６
３
１
９
�
35
０
５

２
０

近
年
の
中
国
ブ
ー
ム
を
受
け
、
進
出
の
諸

手
続
、
商
習
慣
、
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法
と
い
っ

た
実
務
レ
ベ
ル
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

希
望
者
に
は
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
個
別
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

と
　
き

10
月
18
日
�
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分

市のホームページアドレス www.city.yatsushiro.kumamoto.jp 市のメールアドレス info@city.yatsushiro.lg.jp15

と
こ
ろ

八
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

講
　
師

金
丸
健
二
氏（
O
V
T
A
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）

定
　
員

50
人
　
受
講
料

無
料

締
　
切

10
月
13
日
�

申
込
先
　
八
代
商
工
会
議
所
　

問
合
せ

八
代
商
工
会
議
所
�
32
６
１
９
１
　

企
業
港
湾
振
興
課
�
33
８
５
１
３

と
　
き

10
月
23
日
�
午
前
9
時

と
こ
ろ

八
代
市
総
合
体
育
館

対
　
象

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

種
　
別

各
種
目
と
も
男
子
・
女
子
・
男
女

混
合

試
合
方
法

リ
ー
グ
戦（
参
加
チ
ー
ム
数
に

よ
り
変
更
あ
り
）

《
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
》

チ
ー
ム
構
成
＝
監
督
１
人
、
選
手
４
人
、
補

員
２
人（
計
7
人
）

参
加
費

千
四
百
円（
１
チ
ー
ム
）

《
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
テ
ニ
ス
大
会
》

チ
ー
ム
構
成
＝
監
督
１
人
、
選
手
４
人
、
補

員
２
人（
計
７
人
）

参
加
費

千
四
百
円（
１
チ
ー
ム
）

《
ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

チ
ー
ム
構
成
＝
監
督
1
人
、
選
手
５
人
、
補

員
２
人（
計
８
人
）

参
加
費

千
六
百
円（
１
チ
ー
ム
）

申
込
・
問
合
せ

10
月
14
日
�
ま
で
に
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添

え
て
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
35
０
１
５

０
へ

出　演

廃棄物対策課

建築指導課

商政観光課

健康教育課

こども家庭課

健康増進課

企業港湾振興課

博 物 館

選挙管理委員会

交通防災課

福 祉 課

１０月３日（月）～１８日（火）
毎週月曜日～金曜日の午前１０時から１０分間「エフエム
やつしろ（FMラジオ７６．５ＭＨｚ）」で放送しています。
※再放送は午後２時５０分からです。

テーマ

１０月は３Ｒ月間です。

違反建築物防止週間

第18回やつしろ全国花火競技大会

就学時健康診断

児童虐待防止講演会

ふれあいフェスタヘルスアップコーナー

２００５みなと八代フェスティバル

秋季特別展覧会

検察審査員

住民参加型防災訓練

ふれあいフェスタ

日

３日�

４日�

５日�

６日�

７日�

11日�

12日�

13日�

14日�

17日�

18日�



特
産
品
の
即
売
会
や
お
楽
し
み
抽
選
会
、

「
魔
法
戦
隊
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」シ
ョ
ー
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

中
で
も
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
瀬
川
瑛
子
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
祭
り
の
最
後
を
飾
り
ま
す
。

と
　
き

10
月
23
日
�
午
前
8
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ

種
山
小
学
校（
東
陽
町
）

問
合
せ

東
陽
支
所
産
業
振
興
課

�
65
２
１
１
１

こ
の
交
流
会
は
全
国
か
ら
サ
ロ
ン
活
動
な

ど
情
報
交
換
す
る
も
の
で
、
昨
年
は
滋
賀
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
、
実
践
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
）、
情

報
交
換
会
、
演
技
発
表
や
物
づ
く
り
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

と
　
き

▼
10
月
28
日
�
午
後
1
時
15
分
〜

午
後
5
時
▼
29
日
�
午
前
９
時
〜
11
時

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
32
２
８
０
７

住
宅
に
関
す
る
相
談
会
、
木
工
教
室
、
木

製
遊
具
コ
ー
ナ
ー
な
ど
県
産
木
材
を
身
近
に

感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
　
き
　
▼
10
月
７
日
�
午
前
11
時
15
分
〜

と
　
き

10
月
19
日
�

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ

八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス

定
　
員

20
人
程
度
　
受
講
料

無
料

託
　
児

1
歳
〜
就
学
前（
無
料
）

申
込
締
切

10
月
12
日
�

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

�
35
６
４
６
０

と
　
き

10
月
22
日
�
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
3
時
ご
ろ（
雨
天
時
は
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
）

集
合
場
所

石
匠
館

コ
ー
ス

石
匠
館
〜
鹿
路
橋
〜
笠
松
橋（
昼

食
）
〜
川
俣
地
区
の
石
橋
〜
石
匠
館（
約

10
km
）

定
　
員

先
着
30
人（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

参
加
費

無
料（
保
険
な
ど
は
各
自
で
加
入

く
だ
さ
い
）

締
　
切

10
月
20
日
�
午
後
5
時
ま
で

※
弁
当
や
飲
み
物
、
敷
物
な
ど
は
各
自
持
参

申
込
・
問
合
せ

文
化
課
�
35
２
０
２
１

と
　
き

▼
10
月
26
日
�
＝
太
田
郷
公
民
館

▼
27
日
�
＝
宮
地
公
民
館
▼
28
日
�
＝
龍
峯

農
業
研
修
所

▼
31
日
�
＝
や
つ
し
ろ
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
各
会
場
＝
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

内
　
容

「
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
生
活
〜

元
気
な
体
を
つ
く
る
介
護
予
防
〜
」

申
込
み

電
話
で
八
代
市
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
あ
さ
ひ
園
�
34
２
２
７
２
へ

問
合
せ

八
代
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
さ
ひ
園
�
34
２
２
７
２

福
祉
課
�
33
４
４
３
６

迫
力
あ
る
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
、

鏡
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。

と
　
き

10
月
16
日
�
午
後
3
時
開
演（
午

後
2
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ

鏡
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料

一
般
＝
千
円
、
高
校
生
以
下
＝
五

百
円
、
親
子
ペ
ア
＝
千
二
百
円（
当
日
は

各
三
百
円
増
）

売
り
場

ア
ー
バ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
、
庄
野
学
生
堂（
鏡
店
・
八
代
店
）、
Ｒ

Ｉ
Ｃ
い
わ
も
と
、Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
か
わ
さ
き
、

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
、か
め
ち
ゃ
ん
シ
ー
ル
、

や
つ
し
ろ
子
ど
も
劇
場
、
鏡
・
有
佐
・
文

政
郵
便
局
、
パ
ト
リ
ア
千
丁

問
合
せ

鏡
町
文
化
セ
ン
タ
ー
�
52
１
１
１
４

広報やつしろは、古紙混合率１００パーセントの再生紙を使用しています。 16



午
後
５
時
▼
８
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
▼
９
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
　

問
合
せ

熊
本
県
林
業
振
興
課
�
０
９
６

（
３
８
３
）１
１
１
１
内
線
５
６
４
１

と
　
き
　
10
月
16
日
�
午
前
11
時
〜
18
日
�

日
没
ま
で

と
こ
ろ

昭
和
ダ
ブ

費
　
用

▼
船
、
浮
台
打
ち
＝
五
千
円（
３

人
ま
で
、
１
人
増
す
ご
と
千
円
）▼
台
打

ち
＝
二
千
円
▼
徒
網
＝
千
円

問
合
せ

昭
和
漁
業
協
同
組
合
�
37
２
０
５

０
、
水
産
林
務
課
�
33
４
１
１
９

八
代
地
区
（
八
代
市
と
氷
川
町
）の
小
、

中
、
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
が
発
明
し
た
作

品
や
研
究
科
学
研
究
物
を
審
査
し
、
展
示
し

ま
す
。
入
賞
作
品
は
、
県
科
学
展
へ
出
品
し

ま
す
。

と
　
き

10
月
15
日
�
〜
16
日
�
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
30
分

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

問
合
せ

教
育
研
究
所
�
34
１
１
４
９

と
　
き

11
月
3
日
�
〜
6
日
�
午
前
10
時

〜
午
後
5
時（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

と
こ
ろ

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

広告の内容に関する問い合わせは、各事業所へ17

開館15周年記念・平成17年度秋季特別展覧会

「大名細川家－文と武の軌跡」展より

こうじゅいん が ぞう

１幅

元和
げ ん な

4年（1618）頃

有
ゆう

節
せつ

瑞
ずい

保
ほ

賛

紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

・掛幅装
かけふくそう

縦96.2cm横49.3cm

財団法人永
えい

青
せい

文
ぶん

庫
こ

所蔵

光寿院は細川幽斎
ゆうさい

の夫人です。天文
てんぶん

13
年（1544）に生まれ、
元和4年（1618）年7月
26日江戸で亡くなり
ました。名は麝香

じゃこう

。
慶長
けいちょう

5年（1600）7月の田
た

辺
なべ

籠
ろう

城
じょう

のとき
には自ら甲冑

かっちゅう

を身につけて夜廻
まわ

りし、士
し

卒
そつ

（兵士）を励ましたと伝えられます。
運命に翻弄

ほんろう

されるかよわい女性ではな
く、気丈な戦国の母だったようです。
問合せ 八代市立博物館�３４―５５５５

内
容

207
品
目
に
の
ぼ
る
伝
統
的
工
芸
品
の

展
示
、
販
売
や
製
作
実
演
の
見
学
、
体
験

入
場
料

無
料

問
合
せ

熊
本
県
伝
統
的
工
芸
品
月
間
推
進

協
議
会
事
務
局
（
県
商
政
策
課
内
）
�
０

９
６（
３
８
５
）４
９
８
７

熊
本
労
働
局
で
は
、労
働
者
と
そ
の
家
族
、

経
営
者
、
労
務
担
当
者
な
ど
の
「
心
の
病
」

の
相
談
に
専
門
医
師
が
無
料
で
応
じ
る
「
熊

本
産
業
保
健
こ
こ
ろ
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

自
殺
防
止
を
目
的
に
熊
本
県
医
師
会
、
熊

本
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
、
熊
本
県
精
神

科
病
院
協
会
な
ど
が
連
携
す
る
全
国
初
の
取

り
組
み
で
す
。

働
き
過
ぎ
に
よ
る
う
つ
病
は
、
本
人
が
な

か
な
か
気
づ
か
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
家

族
が
気
づ
い
た
ら
、一
緒
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

▼
高
田
病
院
�
33
１
１
９
１

（
月
曜
〜
金
曜
日
随
時
受
付
）
▼
八
代
更

生
病
院
�
33
４
２
０
５（
月
曜
日
午
後
2

時
〜
4
時
）

人口と世帯

人　口 139,629人

男 65,463人

女 74,166人

世帯数 50,253世帯

平成１7年８月末現在



と
　
き

10
月
５
日
�
午
後
2
時
〜（
午
後

１
時
30
分
受
付
）

と
こ
ろ

八
代
市
厚
生
会
館

内
　
容

事
業
概
要
説
明
会
な
ど

傍
聴
定
員

先
着
10
人

問
合
せ

八
代
市
厚
生
会
館
�
32
３
１
９
６

《
市
・
県
民
税
3
期
、
国
民
健
康
保
険
税
7
期
》

納
期
限

10
月
31
日
�

納
付
場
所

八
代
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
、

各
出
張
所
、
市
内
の
各
銀
行
、
信
用
組
合
、

信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、
農
業
協
同
組
合

《
夜
間
納
税
窓
口
》
10
月
6
日
�
、13
日
�
、

20
日
�
、
31
日
�
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

《
休
日
納
税
窓
口
》
10
月
23
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
１
階
納
税
課

問
合
せ

納
税
課
�
33
４
１
０
９

平
成
16
年
度
に
実
施
し
た
昭
和
同
仁
町
字

奨
順
地
区
の
地
積
調
査
成
果
の
閲
覧
を
次
の

期
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
11
日
�
ま
で（
土
、
日
、
祝

日
を
除
く
）午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1

時
〜
4
時

と
こ
ろ

千
丁
支
所
1
階
地
籍
調
査
課

問
合
せ

地
籍
調
査
課
�
30
１
６
６
１

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
な
ど
し
た

と
き
は
、
契
約
後
に
権
利
取
得
者（
買
主
）

が
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
届
け
出
の
必
要
な
取
引
》

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
、

代
物
弁
済
な
ど

《
届
け
出
の
必
要
な
土
地
の
面
積
》

旧
八
代
市
の
龍
峯
校
区
を
除
く
地
域
お
よ

び
鏡
町
の
各
地
域
＝
５
０
０
０
�
以
上
、

龍
峯
校
区
、
坂
本
町
、
千
丁
町
、
東
陽
町
、

泉
町
の
各
地
域
＝
１
０
０
０
０
�
以
上

届
出
期
限

契
約（
予
約
を
含
む
）締
結
日
か

ら
2
週
間
以
内

届
出
窓
口

都
市
計
画
課

問
合
せ

都
市
計
画
課
�
33
４
１
１
６
、
熊

本
県
土
地
資
源
対
策
課
�
０
９
６（
３
８

３
）１
１
１
１
内
線
３
５
８
７

《
土
地
と
共
に
、
豊
か
な
社
会
》

10
月
１
日
は
、「
十
」
と
「
一
」、『
土
』
で

土
地
の
日
で
す
。
土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な

財
産
。
個
人
的
な
利
益
だ
け
を
考
え
た
投
機

的
な
取
引
な
ど
は
土
地
の
有
効
な
利
用
法
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
土
地
の
有
効
利
用
を
み
ん

な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

都
市
計
画
課
�
33
４
１
１
６

最
近
の
建
築
物
や
住
宅
の
建
築
状
況
な
ど

を
調
査
し
、
住
宅
・
建
築
行
政
な
ど
の
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、

統
計
に
関
す
る
こ
と
以
外
の
使
用
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
　
き
　
10
月
3
日
�
〜
21
日
�

対
象
区

松
崎
町
の
一
部
、
古
閑
中
町
の
一

部
問
合
せ

建
築
指
導
課
�
33
４
７
５
０

と
　
き

10
月
21
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

八
代
市
社
会
福
祉
会
館

相
談
内
容

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
家
庭
の
不
和
、
離
婚
、
生
活
の
立
て

直
し
、
売
春
強
要
、
女
性
の
た
め
の
こ
こ

ろ
と
妊
娠
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ

10
月
13
日
�
ま
で
に
こ
ど

も
家
庭
課
�
33
８
７
２
１
へ

実
施
日

10
月
11
日
�
〜
20
日
�

ス
ロ
ー
ガ
ン
…
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心

の
街
」

《
重
点
項
目
》

ポータルサイト『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com 18



火災などについての情報は「エフエムやつしろ」の放送でもお知らせしています。19

▼
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪
の
防
止

▼
犯
罪
多
発
駐
車
場
な
ど
に
お
け
る
乗
物
盗

お
よ
び
車
上
ね
ら
い
の
防
止

▼
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
身
近
な
知
能
犯
罪

の
防
止

問
合
せ

八
代
警
察
署
�
33
０
１
１
０
内
線

２
６
１

10
月
1
日
現
在
で
平
成
17
年
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
は
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
が
対
象
と
な
り
、
回
答
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

10
月
上
旬
に
国
勢
調
査
員
が
調
査
票
を
受

け
取
り
に
伺
い
ま
す
。
国
勢
調
査
員
を
は
じ

め
と
す
る
調
査
関
係
者
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

黒
鉛
筆
を
使
っ
て
、
所
定
の
事
項
に
正
し
く

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
調
査
票
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
と
き
は
、

国
勢
調
査
八
代
市
実
施
本
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

国
勢
調
査
八
代
市
実
施
本
部

�
53
０
６
０
１

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
総
称
し
た
も
の
で
、
事
業
の
種
類
や
規
模

に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

い
て
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

雇
用
労
働
者
が
業
務
上
の
事
由
、
ま
た
は

通
勤
途
上
で
災
害
や
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
り

万
一
死
亡
さ
れ
た
場
合
の
労
災
保
険
給
付
。

ま
た
、
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
に
よ
り
失
業
し
た

場
合
の
失
業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け
る
育

児
お
よ
び
介
護
休
業
中
の
給
付
が
速
や
か
に

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
早
め
に
保
険
関
係
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
制
度
や
各
種
助
成
金
、
保
険
関

係
成
立
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
労

働
基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も
し
く

は
、
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
�

０
９
６（
２
１
１
）１
７
０
２
、
企
業
港

湾
振
興
課
�
33
８
５
１
３

10
月
15
日
�
か
ら
全
国
交
通
安
全
母
の
会

の
依
頼
を
受
け
、
八
代
市
交
通
安
全
母
の
会

の
会
員
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世

帯
を
訪
問
し
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
お
願

い
を
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

交
通
防
災
課
�
33
４
１
１
２

と
　
き

10
月
18
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代
1
階
催
事
場

内
　
容

登
記
、
税
、
年
金
、
保
険
、
福
祉
、

道
路
、
河
川
、
行
政
に
関
し
て
の
苦
情
、

意
見
、
要
望
な
ど

相
談
員

国
・
県
・
市
、
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
行
政
相
談
委
員

※
事
前
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
務
省
熊
本
行
政
評
価
事
務
所
�

０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２
、
市
民
生

活
課
�
33
４
４
８
２

10
月
10
日
�
の
旧
八
代
市
域
で
の
ゴ
ミ
収

集
は
休
み
ま
す
。

10
月
10
日
�
の
「
燃
え
る
ご
み
」
は
13
日

�
に
、「
資
源
」
は
15
日
�
に
収
集
し
ま
す
。

問
合
せ

清
掃
セ
ン
タ
ー
�
32
４
６
７
５

�
35
３
９
０
２

使
っ
て
い
な
い
機
器
は
、
こ
ま
め
に
主
電

源
を
切
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜

き
ま
し
ょ
う
。

冷
暖
房
を
使
わ
な
い
季
節
は
、
エ
ア
コ
ン

の
プ
ラ
グ
を
抜
い
た
り
、
寝
る
前
や
旅
行
前

に
テ
レ
ビ
や
オ
ー
デ
ィ
オ
の
主
電
源
を
切
る

だ
け
で
大
き
な
省
エ
ネ
に
な
り
、
電
気
代
の

節
約
に
な
り
ま
す
。
身
の
回
り
の
電
気
機
器

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
待
機
電
力
を
減
ら
し
た
り
、
ゼ
ロ

に
し
た
電
気
製
品
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
購
入
前
に
カ
タ
ロ
グ
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ

九
州
電
力
�
八
代
営
業
所

�
32
２
１
７
１



児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
家
庭

に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育

成
と
資
質
の
向
上
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

手
当
の
種
類

▼
児
童
手
当
▼
特
例
給
付

（
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン（
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
）
な
ど
の
特
例
と
し
て
、

所
得
が
一
定
額
未
満
の
場
合
に
限
っ
て
、

児
童
手
当
と
同
額
の
給
付
が
支
給
さ
れ
ま

す
。）

対
　
象

零
歳
か
ら
小
学
校
第
３
学
年
修
了

前
ま
で
の
子
ど
も

支
給
金
額

▼
最
初
の
子
ど
も
…
五
千
円

（
月
額
）
▼
２
人
目
の
子
ど
も
五
千
円

（
月
額
）
▼
３
人
目
以
降
の
子
ど
も
…
一

万
円（
月
額
）

支
給
月

毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
を
ま
と
め
て
支
給
し
ま
す

（
初
め
て
の
場
合
は
、
申
請
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
支
払
月
の
前
月
分
ま
で
が
支
給

さ
れ
ま
す
）。

所
得
制
限
限
度
額

扶
養
親
族
な
ど
の
数
や

加
入
す
る
年
金
の
種
類
な
ど
に
よ
り
、
所

得
制
限
限
度
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
制
限
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
手
当

は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
本
年
、
所
得
制
限
で
児
童
手
当
が

も
ら
え
な
い
場
合
で
も
、
次
年
に
要
件
を
み

た
せ
ば
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き

出
生
、
転
入
な
ど
に
よ
り
受

給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、
児
童
手
当
な
ど

を
受
給
す
る
に
は
、「
認
定
請
求
書
」
や

「
額
改
定
請
求
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

（「
認
定
請
求
書
」な
ど
を
提
出
し
、
市
町

村
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
、
児
童
手
当

を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
ま
せ
ん
。）

※
公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を

し
ま
す
。

特
例
給
付
受
給
者
が
退
職
し
た
場
合
に

は
、
所
得
制
限
に
よ
り
、
手
当
て
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

問
合
せ

こ
ど
も
家
庭
課
�
33
８
７
２
１

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
は
、
65
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
し
た
シ
ル
バ
ー
定
期
券
を
発
売

中
で
す
。

購
入
の
際
は
、
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な

ど
、
年
齢
の
わ
か
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ

い
。

区
　
間

八
代
駅
〜
川
内
駅
間（
お
れ
ん
じ

鉄
道
線
）

割
引
率

平
均
約
８
割
引（
学
割
と
同
じ
）

種
　
類

1
カ
月
、
3
カ
月
、
6
カ
月

発
売
駅

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
有
人
駅

※
営
業
日
、
営
業
時
間
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
株
式

会
社
�
32
５
６
７
８
、
企
画
調
整
課
�
33

４
１
０
４

市役所からの情報を「FMやつしろ76.5MHz」で、毎週月曜日から金曜日の午前10時から10分間放送 20

問
合
せ

下
水
道
建
設
課
�
33
４
４
５
８

工
事
箇
所
・
・
・

工期　１０月中旬～平成１８年３月中旬 工期　１０月中旬～平成１８年１月中旬



21 １０月１日現在で国勢調査が行われています。調査票の記入はお済みですか？

と
　
き

10
月
30
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

み
な
と
八
代
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特

設
会
場

参
加
料

１
小
間（
２
ｍ
×
２
ｍ
）千
円

募
集
小
間
数

50
小
間（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

注
意
事
項

①
飲
食
品
全
般
や
医
薬
品
、

嗜
好
品
の
販
売
な
ど
内
容
に
よ
っ
て
は
、

ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
②

業
者
な
ど
は
出
店
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間

10
月
３
日
�
午
前
８
時
30
分
〜

21
日
�
午
後
５
時

申
込
方
法

氏
名
、
希
望
小
間
数
、
出
品
内

容
、
電
話
番
号（
連
絡
先
）を
明
記
し
、
フ

ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
、
み
な
と
八
代
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
へ

申
込
・
問
合
せ

み
な
と
八
代
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局（
企
業
港
湾
振

興
課
）
�
33
８
５
１
３
�
32
８
９
４
４

E-m
ail
kigyo@

city.yatsushiro.lg.jp

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
添
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
　
示

会　場

やつしろハーモ
ニーホール

やつしろハーモ
ニーホール

厚生会館

八代公民館

松浜軒

やつしろハーモ
ニーホール

社会福祉会館

厚生会館

内　容

菊花展

華道展

皐月・盆栽・蘭・水墨
画・押花・手芸など

洋舞・詩吟

日　　舞

伝 統 芸 能
民謡・器楽

市民合唱祭

演能会

合同茶会

野　点

俳句会

短歌会

短歌会

と　き

11/3（木）～6（日）
9:30～16:30

11/3（木）～5（土)
9:30～16:30

11/3（木）
10:00～16:30

11/4（金）10:00～16:30

11/5（土）10:00～16:30

11/6（日）14:00～

11/20（日）13:00～

10/30（日）9:30～14:30

11/3（木)9:30～15:30

11/6（日）13:00～

11/20（日）13:00～16:30

11/13（日）13:30～15:30

舞
　
台

そ
の
ほ
か

八代市内で文化活動をしている87

団体、約2,200人が日ごろの成果を

発表します。

プログラムは、市役所総合案内所、

会場となる公共施設や各公民館で配

布しています。
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編
集
と
発
行
　
〒
８
６
６
＝
８
６
０
１

八
代
市
企
画
財
政
部
広
報
広
聴
課
�
33
４
１
０
１

印
刷
　
�
緒
方
印
刷
所

受験資格など

昭和54年4月2日から昭和63年4月1日までに
生まれた人で、最終学歴が高等学校卒業ま
での人または平成18年3月までに高等学校
卒業見込みの人

昭和52年4月2日以降に生まれた人で保育士
の資格を有する人または平成18年3月まで
に取得見込みの人

昭和52年4月2日以降に生まれた人で幼稚園
教諭の資格を有する人または平成18年3月
までに取得見込みの人

職　種

事務職Ｃ

申込受付
期 間

10月3日
（月）

10月21日
（金）

第１次
試験日

11月13日
（日）

試験案内
配布開始

10月3日
（月）

採　用
予定数

1人程度

２人程度

１人程度

～

第２次
試験日

12月25日
（日）

※試験案内・申込書は、10月3日（月）以降に、
市役所総合案内所（1階）、人事課（2階）、各支
所総務課、各出張所で配布します。

※配布時間は月曜日から金曜日までの8:30～
17:15です。郵送請求の場合は図１の要領を参
照してください。

※各職種の受験資格、試験内容など詳細について
は、それぞれの「試験案内」で確認してください。

※試験案内は、八代市のホームページにも掲載してい
ます。http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp

《郵送請求・問合せ》〒８６６―８６０１　八代
市松江城町１―２５　八代市役所行政管理部
人事課�0965－33－4102

免
許
資
格
職

保育士

幼稚園
教 諭

ポータルサイト『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com

sushi（寿司）、karaoke（カラオケ)、ninja（忍者）、
tsunami（津波）そしてkaroshi（過労死）。これらは
皆、日本から世界に広がったコトバです。
厚生労働省の調査によると、2004年度の過労死

の認定件数は150件。死亡には至らなかったケー
スも合わせると、長時間労働などが原因とされる
脳・心臓疾患による労災認定は全体で294件、そ
のうち285件、96％を男性が占めています。
この背景には、女性より男性の労働者数が多い

ことに加えて、「男のメンツ」に縛られ、自分の時
間のほとんどを仕事に費やしてしまうという、仕
事第一主義の男社会があるのかもしれません。
「男は仕事ができて一人前」「男は弱音を吐か

ない」などといったジェンダーの縛りが、男性の
重荷になってはいないでしょうか。
自分の価値を計る唯一の尺度が「仕事」であり、仕
事以外の生き方を見つけられないのではないでし
ょうか。
現在では、世界中で男女共同参画社会づくりが

進められています。これから日本が国際社会の一

～ワンポイント川柳～

員として、心豊かに経済発展を続けるためには、
男性と女性のパートナーシップのもと、新しい視
点で仕事を見つめ直す必要がありそうです。
さらに、退職した男性が「わしも族」や「濡れ落

ち葉」と呼ばれる、妻にすがって生きていくような
状態にならないよう、仕事以外の生きがいを見つ
けて欲しいものです。
（男女共同参画推進八代地域ネットワーク広報部会）

問合せ　八代地域振興局総務企画課
�33-3111内線3012
人権啓発課�32-2650

※写真はイメージで
本文とは関係ありません。


